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を 6 well plate 5 枚に 5×105 cell/well となるように播種し 24時間 37℃下にて培養した。そ
の後、0、4、17、および 25℃刺激群、コントロール群に各 plate を振り分け(各群 n=6)、






映する JC-1 色素の蛍光強度(JC-1 アッセイ)にて、ミトコンドリア新生はリアルタイム
PCR 法によるミトコンドリア DNA(mtDNA)の相対量、ミトコンドリア特異的酵素であ
る MnSOD の活性を測定する事により評価した。また冷却刺激 24 時間後の培養液を用









濃度、mtDNA の相対量および MnSOD 活性はコントロール群に比べ有意に高い値を示
した。さらに HMS および L6 cells の 4℃刺激群において、JC-1 アッセイにて得られた
蛍光強度はコントロール群と比べて有意に高い値を示した。 
VEGF の発現量は L6 細胞の 4℃刺激群のみにおいて、コントロール群と比べ有意に
高い値を示した。 
3 つの細胞の 17℃および 25℃刺激群において、ミトコンドリア機能・新生に関連す
る各項目の値がコントロール群に比べ有意に高値となる現象が多く認められたが、4℃


























 In vitro 実験系において、HF、HMS および L6 細胞に対する冷却刺激はミトコンドリ
ア機能・新生を増大させるがことが明らかとなり、さらに、これらの応答には至適温度
が存在することが強く示唆された。L6 細胞のみにおいては冷却刺激が VEGF の発現を
増大させるが、この反応に対しても至適温度が存在することが示唆された。以上から、
組織損傷部に適応されるクライオセラピーの温度管理は、治療効果を左右する重要な要
素となる事が示唆された。 
 
